
クイック注文およびストリーミング注文時において、許容スプレッドの設定ができます。
許容スプレッドを設定すれば、設定したスプレッド以上に市場のスプレッド（売値と買値の差）が広がった
場合、注文ボタンをクリックしても発注されることはありません。

許容スプレッドの設定を有効にする

1 取引画面右上【設定】→【詳細オプションの設定】をクリックします。

2 【詳細オプションの設定】画面が開きます。
【許容スプレッド】を「使用する」に変更します。

許容スプレッド機能の設定
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3 「使用する」をクリックすると、許容スプレッドについての注意点が表示されますので、お読みいただき、
ご理解いただけましたら、【OK】ボタンをクリックします。

4 許容スプレッドの設定のチェックが「使用する」に変わったのを確認し、【決定】ボタンをクリックします。

5 設定が適用されました。（画面上部にメッセージが表示されます。）
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6 クイック注文画面、ストリーミング注文画面に、それぞれ【許容スプレッド】の設定欄が表示されました。

■ クイック注文画面

初期設定では、許容スプレッドの
初期値は設定されていません。
（空欄になります）
許容スプレッドが空欄のままの場合は、
許容スプレッド設定が「なし」と認識され、
スプレッドが広がった場合に注文ボタンを
クリックすると通常通り発注されますので、
ご注意ください。

■ ストリーミング注文画面

7 許容スプレッドを設定します。
（あらかじめ初期設定で許容スプレッドの値を設定しておくことができます。

※【許容スプレッド】の入力単位はpipsです。
　例）USD/JPY：0.3銭の場合…3pips、3銭の場合…30pips
　例）EUR/USD：0.4pipsの場合…4pips、0.0040の場合…40pips

設定はこちら）
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許容スプレッドを設定した時の注文の動き方
■ 許容スプレッドの設定値とスプレッドが同値または許容スプレッドの設定の値の方が大きい場合
1 注文ボタンをクリックします。

2 発注されました。

■ 相場が急変し、スプレッドが広がり、スプレッドの値が許容スプレッドの設定値より大きくなった場合
（例）USD/JPYのスプレッドが0.6銭になった場合

1 注文ボタンをクリックします。

2 エラーメッセージが表示され、注文できません。
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許容スプレッドの初期設定を設定する

許容スプレッドの初期値は、あらかじめ設定しておくことができます。

1 取引画面右上【設定】→【通貨ペア毎の各種初期値設定】をクリックします。

2 【通貨ペア毎の各種初期値設定】画面が開きます。
左から４列目に【許容スプレッド】の設定欄があります。

許容スプレッドの設定は通貨ペアごとになります。
一括で変更したい場合は、画面下部の「一括変更」ボタンより一括変更ができます。
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3 （例）USD/JPYの許容スプレッドを0.3銭に設定します。
USD/JPYの許容スプレッド欄をクリックします。

4 入力画面が表示されますので、数値を入力し、【OK】をクリックします。

※【許容スプレッド】の入力単位はpipsです。
　例）USD/JPY：0.3銭の場合…3pips、3銭の場合…30pips
　例）EUR/USD：0.4pipsの場合…4pips、0.0040の場合…40pips

5 USD/JPYの【許容スプレッド】の表示が「3」になりました。【決定】をクリックします。
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6 取引画面上部に設定完了のメッセージが表示されます。

7 確認のため、メニューバー【注文】→【クイック注文】をクリックして、【クイック注文】画面を表示します。
画面内の【許容スプレッド】が、設定した数値で表示されました。
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